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 筑波大学は、国内的にも国際的にも「開かれた大学｣として、旧来の固定観念に捉われない柔軟な

教育研究組織と次代の求める新しい大学の仕組みを率先して実現することを基本理念とし、我が国の

大学改革を先導する役割を担っている。社会経済状況が大きく変化し、持続的な競争力と高い付加価

値を生み出す自律的な改革が大学に求められる中、筑波大学は未来を構想しその実現に挑むフロント

ランナーと自らを位置付け、本学に根ざす人材育成マインド「師魂理才」の下、地球規模課題の解決

に向けた知の創造とこれを牽引するグローバル人材の創出を目指す世界的な教育研究の拠点として

の機能を充実・強化すべく、以下の目標を掲げる。 

 

１．高い倫理観の下、自然と人間、社会と文化に係る幅広い学問分野における深い専門性を追求する

とともに、分野融合型の領域を開拓し、研究機能の再編成と国際性の強化により、卓越した知の創

造拠点として世界トップレベルの研究を展開する。 

 

２．世界から多様な学生を受け入れるとともに、高度で最先端の研究成果に裏打ちされ、学生の個性

と能力を開花させる教育システムを学位プログラムにより構築し、豊かな人間性と創造的な知力を

生涯にわたって養い、自立してグローバルに活躍できる人材を育成する。 

 

３．国際的互換性のある教育と世界トップレベルの研究活動を多彩な分野を擁する総合大学として展

開し、世界の国々や地域とのネットワークの中心としての存在感を高めるとともに、国際的な信頼

性と発信力を備え、国際性が日常化された大学を実現する。 

 

４．科学技術が集積するイノベーション創出拠点 TSUKUBAにおける中核的役割を担い、教育研究諸機

関及び産業界との連携を強化し、自らの教育研究機能を高めるとともに、我が国のグローバルな産

業競争力強化に貢献する。 

 

５．教職員のそれぞれが専門的かつ多様な能力を高めつつ、学長のリーダーシップの下、情報ガバナ

ンスと経営基盤の強化及び学内資源の再配分を推進し、自律的に教育研究機能を改革することによ

り、世界と社会の変化に最も迅速に対応しうる大学として我が国の大学改革を先導する。 

 

   附 記 

１ この学長決定は、平成２８年４月１日から実施する。 

２ 国立大学法人筑波大学の運営方針（平成２７年４月１日学長決定）は、廃止する。 


